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　５月23日（金）新庄神室産業高等学校「福
祉の日」にて高校１年生と地域の高齢者、障
がい者の方がモルック、ペタンク、ワナゲの
３種目でスポーツ交流を行い、お互いの絆を
深めました。市社会教育課、身体障がい者福
祉協会、老人クラブ、地域ふれあいサロンの
皆様よりご協力いただきました。
　６月28日（土）は新庄東高等学校祭にてオ
レンジ市場場外市場を開催し、多くの来場者
でにぎわいました。

新庄神室産業高校「福祉の日」にスポーツ交流を開催しました新庄神室産業高校「福祉の日」にスポーツ交流を開催しました

1　●社協だより
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令和６年度  決算のあらまし

令和７年度  予算のあらまし

収入の部 支出の部

収入の部 支出の部

（単位：円）

（単位：千円）

会費 7,593,200
寄付金 193,760

経常経費補助金
18,851,837

貸付事業 539,000
利用料 1,351,245

介護保険 64,958,690

障害福祉サービス等
6,392,660

受取利息配当金 57,501
その他の収入 2,396,458
積立資産取崩収入 7,604,527

拠点区分間繰入金 8,543,505

サービス区分間繰入金
11,606,643

地域包括支援センター
運営事業
78,615,033

地域包括支援センター
運営事業
78,615,033

次期繰越金 767,862

会費 7,603
寄付金 200

補助金 12,142

受託金 141,181受託金 141,181

貸付事業 999共同募金配分金 5,471
介護保険 37,330
介護予防 19,766
障害福祉 6,636
総合事業 8,368
利用料 1,170
雑収入 215

受取利息配当金 14
受入れ研修費 14

退職金 0
拠点区分間繰入金 13,022
サービス区分間繰入金 12,580

前年度繰越金 10,620

法人・地域福祉事業
127,447,507
法人・地域福祉事業
127,447,507

介護等支援事業
53,758,128
介護等支援事業
53,758,128

老人福祉センター
運営事業
3,873,958

法人運営・
地域福祉事業 127,308 
 （うち共同募金
　　　配分事業 5,501）

法人運営・
地域福祉事業 127,308 
 （うち共同募金
　　　配分事業 5,501）

介護等支援事業
66,917
介護等支援事業
66,917

旧老人福祉センター
運営事業
377

地域包括支援センター
運営事業
82,729

地域包括支援センター
運営事業
82,729

支出合計
264,462,488円

収入合計
264,462,488円

支出合計
277,331千円

収入合計
277,331千円

受託金
134,373,462
受託金
134,373,462

令和7年度　重点目標令和7年度　重点目標
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迎
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よ
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昨
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。

　

社
会
福
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を
取
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巻
く
環
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し
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と
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賜
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よ
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願
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申
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上
げ
ま
す
。

社協会費を納入いただき社協会費を納入いただき
　ありがとうございました　ありがとうございました
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　令和７年度の会費納入（一世帯当たり800円）に
つきまして、市民の皆様から多大なるご協力をいた
だきまして、心よりお礼申し上げます。
　皆様からの会費は、地域福祉活動を支えるための
貴重な財源として有効に活用させて
いただきます。
　社協は「誰もが安心して暮らせる
福祉のまちづくり」を目指し、在宅
福祉や地域福祉の諸活動を市民の皆
様と協働により充実させてまいりま
すので、今後ともご理解・ご協力の
程よろしくお願い申し上げます。

　今年も10月１日より、「赤い羽根共同募金」運動
が始まります。
　共同募金運動は、誰もが安心して暮らせるまちづ
くりのための助け合い活動です。
　皆様からお預かりした善意の募金は、地域で支援
を必要とする高齢者や障がいのある方々、福祉施設
や福祉団体、児童の健全育成支援などに活用させて
いただいております。
　今年も皆様の温かいご支援を
よろしくお願い申し上げます。

 皆様のご厚意が、
 　様 な々福祉活動で
 　　役立てられています

赤い羽根共同募金のお願い赤い羽根共同募金のお願い

１．新庄市地域福祉計画・新庄市地域福祉活動計画に基づく地域福祉の推進
　新庄市社会福祉協議会では、新庄市と連携しながら第３期地域福祉計画・第４期地域福祉活動計画を策定し、
令和７年度は「地域住民と行政の協力による福祉の充実,支え合い,助け合いのまち」を基本理念に掲げた計
画期間の５年目となります。
　地域全体で支え合う「地域共生社会」の実現に向け、計画推進委員会に諮りながら社会福祉協議会におけ
る取組内容を見直し、新庄市と一体となって、地域福祉の基本理念や施策の方向性を共有し、地域福祉の推
進に努めます。

２．自然災害に備えたＢＣＰ（事業継続計画）と災害ボランティアセンター設置・運営の体制整備
　ＢＣＰ（事業継続計画）における研修会を実施することで、自然災害の発生を想定して、職員の意識を啓
発し対応能力を高め、自然災害が発生しても安定的な事業運営ができるよう備えます。
　また、新庄市内で発生する豪雨・地震等の自然災害を想定し、地域住民が支え合いながら、早急に復興で
きるよう災害ボランティアセンターの設置・運営に備えます。

３．権利擁護に関する取り組みの充実
　認知症高齢者、知的障がい者及び精神障がい者など意思決定が困難な人の判断能力を補うため、本会が成
年後見人、保佐人または補助人となることにより、財産管理、身上保護を行い、その権利を擁護することを
目的とする法人後見事業の準備に着手すると共に、後見業務に係る財源確保については、行政機関と連携し
て検討します。
　将来的に、「成年後見制度の利用の推進に関する法律」に基づく中核機関として、判断能力が低下している
方の自己決定を支援するなど、期待される役割を果たせるよう準備を進め、関係機関との連携を図ります。

４．地域住民による支えあいを目指した通いの場の創設・継続支援と福祉教育の推進
　地域住民が主体となって取り組む地域サロンの運営を支援すると共に、学校、薬局、福祉事業所等と連携
して百歳体操等を実施する「通いの場」（プラットホーム）を創設することで、地域社会全体が協力して福祉
を向上させ、孤立を防ぎコミュニティの絆を強化します。
　また、学校での地域住民を交えたスポーツ交流や昔遊び、障害福祉サービス事業所が集って販売するオレ
ンジ市場を実施することで、世代間交流や福祉教育が図られるよう企画してまいります。
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令和６年度 事業報告令和６年度 事業報告 主要な実施事業をご紹介いたしします

地域福祉 

○連絡調整育成指導事業 
　補助金交付　３団体 
○生活福祉資金貸付事務事業
　貸付件数　12件
○新庄市善意銀行事業
　貸付件数　32件
　援護事業
　フードバンクの提供　33世帯
　心配ごと相談事業
　一般相談　60件　 弁護士相談　62件
○福祉サービス利用援助事業
　利用者　23名　 相談件数　286件
○福祉教育の推進
　萩野学園、明倫学園、本合海小、新庄小 
　八向中、升形小、日新小
　社会福祉協議会表彰事業
　会長表彰　６名　 会長感謝状 3名

高齢者福祉  

　第31回会長杯ワナゲ大会
　参加人数　113名　19チーム
　愛のひと声運動事業
　利用者　31名　 延回数　3,559回
○敬老会支援事業
　開催地区　８地区　 参加者　519名
○地域ふれあいサロン
　実施地区　31か所　 参加延数　6,610名
　高齢者世帯等除雪支援事業
　実施回数　10回　 活動団体数　７団体１個人
　元気・ハツラツ予防体操
　実施回数　31回　 参加者　430名

老人福祉センター運営 

　文化教室の開催
○けん玉教室 
　参加者　72名

共同募金 

○赤い羽根共同募金
　　　　 5,861,429円
○歳末たすけあい募金
　　　　 1,866,500円

児童福祉 

○学童保育所4か所の運営
•日新放課後児童クラブ　14,339人（利用者延数）  
•萩野放課後児童クラブ　　6,987人 
•新庄放課後児童クラブ　　8,340人 
•明倫放課後児童クラブ　11,110人 
○児童遊び場整備事業
　遊具修繕　４地区　 原材料支給　12地区

もみの木介護支援事業所

○介護支援事業	 1,447件
○介護予防ケアプラン	 505件
○要介護認定調査	 150件

地域包括支援センターの運営 

○総合相談　11,123件
○介護予防ケアプラン作成　4,442件 ※内包括作成1,250件
○終活に関する研修会の開催
○介護支援専門員資質向上連絡会
○オレンジ市場の開催

もみの木訪問介護事業所 

○訪問介護事業	 728件
○障害者自立支援事業	 112件
○ひまわり介護サービス事業	 90件
○福祉有償運送サービス事業	 353件

○オレンジカフェ（認知症カフェ） 
○認知症サポーター養成講座  
○認知症サポータースキルアップ研修会 
○いきいき百歳体操の支援  
○自立支援型新庄市地域ケア会議 

マークの事業は共同募金の配分を受けて実施

福祉教育 

会長杯ワナゲ大会

地域ふれあいサロン交流会

除雪ボランティア

災害ボランティア活動

認知症キッズサポーター養成講座

オレンジカフェ

放課後児童クラブ 放課後児童クラブ 
の子ども達の子ども達

ボランティア活動  

　ボランティア活動推進事業
•大工ボランティア、チョキボラ
•ボランティア講座の開催
○ボランティアの登録
○ボランティア活動に関わる保険加入の 
　受付業務、活動団体把握
○７月の大雨による災害ボランティア活動
　活動者数　55名　 実施件数　12件
○災害ボランティアバスの運行 
　酒田市八幡タウンセンターへ 
　活動者数　10名

街頭募金街頭募金



●期　　間　 ７月１９日（土）～９月１５日（月）（特に夏休み）
　　　　　　 １０：００～１６：００で希望の時間帯
　　　　　　 日曜日・祝祭日、お盆・新庄まつりの期間を除く
●活動場所　 日新放課後児童クラブ、萩野放課後児童クラブ
　　　　　　 新庄放課後児童クラブ、明倫放課後児童クラブ
●対 象 者　 中学生・高校生　１日あたり３名
●内　　容　 子どもたちと一緒に体を動かしたり、先生方のお手伝いをしてもらいます。
　　　　　　 子どもたちと元気に遊んでくれる方を大募集です。
　　　　　　 持ち物：内履き、飲み物　※必要に応じて昼食、帽子・着替え
●受付時間　 平日８：３０～１７：１５
●申　　込　 電話（２２ー５７９７）または右側の Q R コードにてお願いします。
　※上記の他、放課後児童クラブでは年間を通して都合の良い時間に子どもたちと遊んでいただける
　　一般のボランティアも募集しています。
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内　容 社会福祉協議会で実施している小学校、中学校、義務教育学校、高等学校と地域住民によるスポ
ーツ交流、昔遊び、オレンジ市場の場外市場などのイベントでお手伝いしていただける方。

対　象 学生から社会人まで幅広く募集します。 申込先 新庄市社会福祉協議会　☎︎２２- ５７９７

ボランティアを募集しています。ボランティアを募集しています。

皆様のあたたかいご厚意に感謝申し上げます皆様のあたたかいご厚意に感謝申し上げます

●映画「オレンジランプ」新庄市上映実行委員会　様　……………　１５，４３０円
●東舗工業株式会社　様　………………………………………………　２００，０００円
●新庄さくら歌謡愛好会　様　…………………………………………　１００，０００円
●阿部　美幸　様　………………………………………………………　車椅子１台
●生長の家　白鳩会新庄地区連　様　…………………………………　缶詰１３個、乾麺５袋
●沼田学区婦人会　様　…………………………………………………　雑巾100枚（市内学童３カ所へ配布）
●新庄べにばな歌謡サークル　様　……………………………………　２０，５３１円
●ファミリーマート　様　………………　食料品（十日町店7.543㎏・常葉町店914g・千門町店1.04㎏）
●有限会社小関興業　様　………………………………………………　５００，０００円
●匿名　様　…………………………………………………………　白米10キロ、食料品11点、介護用品２点
●匿名　様　………………………………………………………………　１００，０００円
●匿名　様　………………………………………………………………　１００，０００円
●匿名　様　………………………………………………………………　車椅子１台

令和７年３月２日～令和７年７月２日まで

皆様からいただい
た善意は、地域福
祉の向上のために
大切に活用させて
いただきます

ボランティアを募集しています。ボランティアを募集しています。

放課後のヒーローになろう！放課後児童クラブボランティア放課後のヒーローになろう！放課後児童クラブボランティア

東舗工業株式会社 様 有限会社小関興業 様 【お問合わせ】新庄市地域包括支援センター　　☎28-0330

オレンジ市場を開催しました！オレンジ市場を開催しました！

　７月３日（木）に萩野地区公民館にて、障がい福祉サービス事業所の、物品販売や認知症に
関する取り組みを行うオレンジ市場を開催しました。当日は１００名を超える地域の方が交流
しながら、お菓子や総菜、手作りの小物などを購入されていました。参加者からは、「家の近
くで普段買えない物が買えてよかった。」といった声が聞かれました。

【開催日】
新庄北高等学校学園祭　　　　７／ 26（土）10時 ～ 12時
新庄市体育館　　　　　　　　９／ 26（金）10時30分 ～ 11時30分
新庄神室産業高等学校学園祭　10 ／ 18（土） ９時30分 ～ 11時30分
新庄市社会福祉協議会２階　　10 ／３（金）、11 ／７（金）14時 ～ 15時

オレンジ市場参加事業所オレンジ市場参加事業所

NPO法人すぎのこハウス、就労継続支援B型事業所アシスト、障がい福祉サービスきずな
障がい福祉サービスさくらハウス、障がい福祉サービス大樹、から揚げ十兵衛、JUJUマルシェ
障がい福祉サービス友愛園、障がい福祉サービスすてっぷハウス　　　　　　　　　　（順不同）

上茶屋町公民館上茶屋町公民館 中道町公民館中道町公民館

開催時の様子
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再生紙・植物油インキを使用しています。

[ 生活支援員 ] を募集しております。

本会の現況報告書、計算書類等については、独立行政法人福祉医療機構（WAM NET）が
運営する「社会福祉法人の財務諸表等開示システム」で閲覧できます。

賛助会員を募集しております賛助会員を募集しております

新庄市社会福祉協議会（社協）事務局
TEL.22-5797  FAX.22-0820
もみの木訪問介護事業所
TEL.22-5790  FAX.22-0820

新庄市地域包括支援センター
TEL.28-0330  FAX.28-0331
もみの木介護支援事業所
TEL.28-7345  FAX.28-7346

社協案内図 ここです

セブンイレブン

新　庄
税務署

西松屋

新
庄
年
金

事
務
所

新庄市社会福祉協議会
もみの木介護支援事業所
もみの木訪問介護事業所

新庄市地域包括支援センター

▼問い合わせ・申し込み先▼

お 知 ら せお 知 ら せ

　高齢者や知的・精神障がい者などで、福祉サービスを利用したいけれどよくわからない方、お金

の管理や引き出しができないなど日常生活に不安のある方が、安心して暮らせるよう、福祉サービ

スを利用する際のお手伝いや金融機関での払い戻し、公共料金などの支払いなどをお手伝いする

「福祉サービス利用援助事業」を行っています。その、お手伝いを担っていただく「生活支援員」

を募集しております。

　賛助会員とは、新庄市社会福祉協議会が行う事業にご賛同いただき、活動を財政面で支えていた

だく社会福祉関係者、団体及び個人、会社のことです。ご賛同いただいた賛助会費は、高齢者の方

や障がいのある方などへの支援をはじめ、地域福祉活動事業に活用させていただきます。賛助会員

制度の趣旨をご理解いただき、多くの方のご協力をよろしくお願いいたします。

10月1日（水）
　　～12月31日（水）
　赤い羽根共同募金運動

９月26日（金）
　第32回市社協会長杯ワナゲ大会

　ところ：新庄市体育館

活動内容

報　　酬

保 険 等

申 込 先

応募資格

利用者を訪問支援していただきます。主に、金融機関での払い戻しや福祉サービスの利用料などの
お支払いのお手伝いとなります。 活動頻度は担当していただく利用者の人数によって変わります。

1,500円／回　※1時間程度で交通費含む。翌月にまとめてお支払いします。例.ひと月～1万円程度。

高齢者や障がい者支援などに関心がある方。おおむね70歳までの方。
自動車運転免許をお持ちの方。

福祉サービス総合補償へ加入（自己負担なし）

社協事務局　☎ 22‐5797

今 後 の 予 定

　賛助会員になられた方には、本会が発行する広報紙及びパンフ

レット等の配布や本会が実施する大会や講習会等への参加案内等

をご案内いたします。

※賛助会員　年額2,000円以上※賛助会員　年額2,000円以上

ご協力お願い
いたします
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